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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、未定としておりました 2027 年３月期の連結業績予想につき

まして、以下のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

1. 連結業績予想の修正について 

(1) 当期の連結業績予想数値の修正（ 2026 年 4 月 1 日～ 2027 年 3 月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2026 年 5 月 14 日 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

円 銭 

－ 

今回修正予想（Ｂ） 47,500 1,000 1,100 16,500 947.00 

増 減 額（Ｂ－Ａ） － － － － － 

増 減 率（  %  ） － － － － － 

(参考) 前期連結実績 

（2026 年 3 月期） 
44,099 2,089 2,131 1,375 79.00 

 

(2) 修正の理由 

    2027 年 3 月期連結業績予想につきましては、2026 年２月 27 日付公表しました「2024-2026 中期

経営計画の見直しならびに事業構造変革委員会の設置について」において、中期経営計画を戦略的

に見直す必要があるとの結論に至り、2026 年 5 月 14 日付公表しました「2026 年３月期 決算短信

〔日本基準〕(連結)」において、2027 年３月期の連結業績予想を未定とさせていただいておりまし

たが、2026 年 6 月 5 日付公表しました「2026 年中期経営計画（2026-2029）『変革から成⾧へ』」の

とおり、2026 年度を前中期経営計画の最終年度かつ「事業構造変革期」として、最近の事業環境お

よび事業動向等を踏まえ、連結業績予想を算定しましたので、公表いたします。 

  上記リスクに加えて為替の円安問題など、今後も不透明な経営環境が続くことが予想されます。引

き続き様々な施策を実施し、影響は最小限に抑えられるよう努めて参ります。 

 

以 上 

 


